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第２５２回 番組審議会 

 

 

１．日 時   平成２８年５月１０日（火）１２：００～ 

２．場 所   メトロポリタン盛岡ＮＥＷ ＷＩＮＧ ３Ｆ「星雲 東の間」 

３．委 員   委員総数     １０名 

        出席委員数     ７名（欠席委員数 ３名） 

 

 

○ 出席委員（敬称略） 

       九萬原 敏已（副委員長） 

 ―以下５０音順― 

久慈 浩介 

斎藤 純 

菅原 正二 

八木橋 伸之 

        役重 真喜子 

        吉田 浩次 

 

 ○ 会社側出席者（７名） 

        佐藤 滋樹 （代表取締役社長） 

        小原 忍  （取締役副社長） 

        藤原 銀司 （常務取締役報道局長） 

        前田 秀男 （取締役技術局長） 

        工藤 浩  （取締役営業局長） 

        近谷 利政 （報道部専任部長） 

        伊藤 健太 （報道部） 

 

 

○ 事務局   佐々木 久仁子 
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４. 議題  『ｍｉｔみんなのニュース』 

       平成２８年４月２０日（水）１７：５３～１９：００ 

 

５. 議事概要 

 

今回は、４月２０日放送の「ｍｉｔみんなのニュース」を審議しました。議事の概要は

以下の通りです。 

 

●岩手めんこいテレビ報道部近谷利政専任部長からの説明 

 

・４月の改編で「みんなのニュース」の番組構成などが変更になった。全国ニュースは、 

１７時５３分、ローカルニュースも１８時１４分スタートとそれぞれ開始が１分早まった。

これにより他の民放３局より１分早いスタートになった。天気情報は、これまで民放の中

では一番遅く放送していたが、１８時３４分と１０分ほど早くなった。その後、１８時５

０分からは全国ニュースに戻りその日のニュースのおさらいコーナーができた。 

 

・ローカルニュースでは、年配の方にも見てもらえるよう新しいコーナーを立ち上げた。火

曜日は、盛岡市や周辺の懐かしい町の風景、老舗のお店を紹介する「あのかどを曲がれば」、

水曜日は、将来に伝えたい岩手の伝統料理や郷土料理を紹介する「おばあちゃんの台所」。 

問い合わせもあり、年配の視聴者にも見て頂いているのではないかと思っている。 

 

●伊藤健太アナウンサーからの説明 

 

・中学生でもわかるようにニュースを伝えたいと思っている。難しい内容を噛み砕いて伝え

られるようまず自分が理解すること、書き言葉、難しい言葉を使わずに簡単な話し言葉で

原稿を書き、それを話すことを心がけている。 

 

・めんこいテレビのキャスターは、私が２８歳、米澤かおりが２５歳と若い。安定感には欠

けるかもしれないが、視聴者と近い目線で見られ、自分が分らないところを一緒に考える
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つもりで表現を工夫している。天気情報も素朴な疑問をぶつけて、かゆいところに手が届

くように情報を伝えたいと考えている。 

 

●出席した委員からの意見 

 

・発表されたことだけをニュースにするのではなく、それに対して「どう思うか」という県

民の声を拾って、県民の気持ちで問題に切り込むスタンスを取ってほしい。 

 

・感じが良く好感度が高い番組。言いたいことをもう少し突いても良いかなという気はする。 

 

・全国ニュースと県内ニュースが切り替わる時に「県内ニュース」、「再び全国ニュース」等

とテロップを出してくれるとわかりやすい。 

 

・県内ニュースでは、場所が分るよう地図を出してほしい。 

 

・年配の方を引き付けるには、ちょっと言いすぎかなと思うくらいのことを言うと、次に期 

待して見るのではないか。 

 

・キャスターの２人は爽やかで印象がとても良い。 

 

・他局との差別化というのであれば、テレビのニュースならではの優位性をどう打ち出すか 

に尽きる。きちっとした解説と一歩突っ込んだ背景の分析など速報性ということから一歩

引いて「改めて考えてみるコーナー」があると「みんなのニュース、このコーナーあるよ

ね、見ようかな」となるのではないか。 

 

・視聴率だけに走ると本末転倒。媚びないで良いものを作っていれば誰かが気付いてくれる

ことは必ずある。 

 

・ニュースは、テレビの顔。アナウンサー、キャスターの存在は大きい。 
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・社会的な出来事、例えば待機児童の問題などを意識して組み込んではどうか。地元の実態

がどうなのか知りたい。 

 

・視聴者はテレビから元気をもらいたいと思っている。様々なスポーツを通じて活躍してい

る人などを紹介してほしい。 

 

・「栗割り桜」のような身近な地元のニュースをいかに拾いあげて行くか、それが差になるの

ではないか。 

 

６．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置 

  特になし 

 

７．審議機関の答申意見概要を公表した場合におけるその公表内容、方法及び年月日 

 

※平成２８年５月１１日（水） 産経新聞 東北版 

 

※平成２８年５月２１日（土）午前４時１２分から４時１５分まで 

「めんこいテレビ番審リポート」として放送。 

 

※据え置きの書類を作成し、本社受付に置き一般の人々が自由に閲覧できるようにした 

 

８．その他の参考事項 

  特になし 

 

※次回は、平成２８年６月１４日(火)１２時より 当会場にて開催予定です。 

 


